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本研究の参加施設である名古屋大学医学部付属病院 消化器外科二に通院・入院したことがあ

る患者さんまたはご家族の方へ 

（臨床研究に関する情報） 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報を用いて

行います。このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和

３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号）の規定により、研究内容の情報を公開す

ることが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の問い

合わせ先へご照会ください。 
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[研究の目的]   

 切除可能左側膵癌（膵体部癌および膵尾部癌）において、最新の術前治療および術後補助
療法が全生存率に及ぼす影響を検討すること。    

 切除可能左側膵癌（膵体部癌および膵尾部癌）に対する術前治療の有用性を予測する術前
因子を、腫瘍サイズと放射線学的脾臓血管病変との関連に特に注目して評価すること。 

[研究の方法]  

○対象となる患者さん 

2013 年 1 月 1 日から 2019 年 6 月 30 日までの間に本研究参加施設である名古屋大学医

学部付属病院 消化器外科二にて手術を企図した膵癌患者さん 

 

○利用するカルテ情報 

カルテ情報から以下の項目を収集します 

患者基本情報 

年齢 

性別 

施設 

肥満度（BMI） 

Charlson Comorbidity Index (CCI)に従った併存疾患 

WHOパフォーマンススコア（WHO-PS）または ECOGパフォーマンスステータス（ECOG-PS） 

診断日 

 

病期分類 

放射線学的検査：検査日、検査モダリティ（CT＋/-静脈内造影、MRI、その他）、腫瘍の位置（体

部／尾部*など）、腫瘍サイズ（充実部分の最大寸法と、最終的な嚢胞および/または壊死成分を

含む腫瘍全体のサイズ）、腫瘍と脾静脈および動脈との接触（腫瘍と血管の間の脂肪成分の完

全な消失、輪郭の不規則性、 および/または血栓/閉塞#）（25）、後腹膜または他の臓器への浸

潤。 

*腫瘍が両部位に及んでいる場合は、最も近接した部位を登録する。 

 #画像診断報告書に明確に記載されていない場合、放射線科医に腫再診断してもらう必要があ

る。 

生物学的検査：腫瘍マーカー（CA-19-9、CEA など）、総ビリルビン、細胞診、cTNM ステージ

（AJCC 第 8 版）（11）。 
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術前療法 

術前治療の種類、開始日、サイクル数、投与頻度、終了日、2nd-line の有無と種類、放射線治療

の有無と種類 

 

病期分類再評価 

放射線学的検査：検査日、検査モダリティ（CT＋/-静脈内造影、MRI、その他）、腫瘍の位置（体

部／尾部*など）、腫瘍サイズ（充実部分の最大寸法と、最終的な嚢胞および/または壊死成分を

含む腫瘍全体のサイズ）、腫瘍と脾静脈および動脈との接触（腫瘍と血管の間の脂肪成分の完

全な消失、輪郭の不規則性、 および/または血栓/閉塞#）（25）、後腹膜または他の臓器への浸

潤、および RECIST 分類（42） 

*腫瘍が両部位に及んでいる場合は、最も近接した部位を登録する 

 #画像診断報告書に明確に記載されていない場合、放射線科医に腫再診断してもらう必要があ

る。 

生物学的検査：腫瘍マーカー（CA-19-9、CEA など）、総ビリルビン、細胞診、cTNM ステージ

（AJCC 第 8 版）（11）。 

 

手術情報 

米国麻酔科学会パフォーマンススコア（ASA-PS）、手術の日付 、International Study Group for 

Pancreatic Surgery (ISGPS)(43)に準拠した切除術式の種類、Gerota筋膜の切除／RAMPS、およ

び脾臓摘出の有無 

 

病理組織学的所見 

癌の由来（原発性膵癌または乳管内乳頭状粘液性新生物［IPMN］もしくは粘液性嚢胞性新生物

［MCN］由来）、分化度、腫瘍サイズ（mm）、pTNM ステージ（AJCC 第 8 版）、リンパ節郭清個数と

リンパ節転移個数（傍大動脈リンパ節を含む）、リンパ管浸潤、、微小血管浸潤、、神経浸潤、根

治度、脾臓血管、病理学的腫瘍 regression grade 

 

術後経過 

Clavien-Dindo のグレード IIIa 以上の合併症の有無、臨床的に重要な合併症（ISGPS）。 

 

術後補助療法 

術後補助化学（放射線）療法の種類、サイクル数、2nd-line の有無と種類、切り替えの理由 

 

経過観察 

再発確認日と部位（局所再発、遠隔転移、またはその両方）、最終生存確認日（死亡日また

は最後の生存確認日）、患者の生死、死亡した場合は原病死/他病死のいずれか 

[研究実施期間]   

症例登録期間：2022年6月15日まで 

 

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場
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合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせすることがで

きます。 

研究に利用する患者さんの情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を特定でき

る情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、そ

の際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。 

 

＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。 

 

[研究責任者名・所属]   

高見 秀樹 講師 名古屋大学医学部付属病院 消化器外科二 

 

［連絡先・相談窓口］ 

名古屋大学医学部付属病院 消化器外科二 担当医師： 林 真路 

住所：名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話：052-744-2245      

FAX：052-744-2252 


